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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像情報の処理を行う画像コントローラと、
　前記画像コントローラにより処理された画像情報に基づき画像形成部の動作を制御する
ための第一の制御部と、前記画像コントローラと通信を行うための第二の制御部と、を有
するエンジンコントローラと、
　前記エンジンコントローラに電力を供給する電源と、を備え、
　第一の状態から前記第一の状態より消費電力が少ない第二の状態に移行する画像形成装
置であって、
　前記第一の状態においては、前記電源から前記第二の制御部に電力が供給されるように
、前記第二の状態においては、前記電源から前記第二の制御部への電力の供給を停止され
るように切り替える切り替え手段と、
　前記画像コントローラと前記第一の制御部との間で、前記第二の状態から前記第一の状
態への移行に関する通知を行うための通信ラインと、を備え、
　前記第一の状態においては、前記画像コントローラと前記第一の制御部は前記第二の制
御部を介して通信を行い、前記第二の状態においては、前記画像コントローラと前記第一
の制御部は前記第二の制御部を介することなく、前記通信ラインを介して通信を行い、
　前記第一の制御部は、前記通信ラインを介して前記第二の状態から前記第一の状態への
移行を前記画像コントローラから指示されたときに、前記第二の制御部への電力の供給を
開始するように前記切り替え手段を制御することを特徴とする画像形成装置。
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【請求項２】
　入力された画像情報の処理を行う画像コントローラと、
　前記画像コントローラにより処理された画像情報に基づき画像形成部の動作を制御する
ための第一の制御部と、前記画像コントローラと通信を行うための第二の制御部と、を有
するエンジンコントローラと、
　前記エンジンコントローラに電力を供給する電源と、を備え、
　第一の状態から前記第一の状態より消費電力が少ない第二の状態に移行する画像形成装
置であって、
　前記第一の状態においては、前記電源から前記第二の制御部に電力が供給されるように
、前記第二の状態においては、前記電源から前記第二の制御部への電力の供給を停止され
るように切り替える切り替え手段と、
　前記画像コントローラと前記第一の制御部との間で、前記第二の状態から前記第一の状
態への移行に関する通知を行うための通信ラインと、を備え、
　前記第一の状態においては、前記画像コントローラと前記第一の制御部は前記第二の制
御部を介して通信を行い、前記第二の状態においては、前記画像コントローラと前記第一
の制御部は前記第二の制御部を介することなく、前記通信ラインを介して通信を行い、
　前記第一の制御部は、前記通信ラインを介して前記第二の状態から前記第一の状態への
移行を前記画像コントローラに通知するときに、前記第二の制御部への電力の供給を開始
するように前記切り替え手段を制御することを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　前記通信ラインは、前記第一の制御部の割り込みポートに接続されることを特徴とする
請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記通信ラインは、双方向に通信可能な１の信号線であることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記第一の制御部は、前記通信ラインを介して前記第二の状態から前記第一の状態への
移行を前記画像コントローラから指示されると、前記通信ラインを介して前記画像コント
ローラに前記指示に対する返答を送信した後、前記第二の制御部への電力の供給を開始す
るように前記切り替え手段を制御することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記第一の制御部は、前記通信ラインを介して前記第二の状態から前記第一の状態への
移行を前記画像コントローラに通知し、前記通信ラインを介して前記画像コントローラか
ら前記通知に対する返答を受信した後、前記第二の制御部への電力の供給を開始するよう
に前記切り替え手段を制御することを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　記録材に形成された画像を定着させる定着手段と、
　前記定着手段の温度を検知する温度検知手段と、を備え、
　前記温度検知手段は、前記切り替え手段により前記第二の制御部への電力の供給が停止
された場合でも、前記電源からの電力が供給されており、前記温度検知手段による検知結
果が前記第一の制御部に入力されることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記
載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記第一の制御部はＣＰＵであり、前記第二の制御部はＡＳＩＣであることを特徴とす
る請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　入力された画像情報の処理を行う第一の制御部と、
　前記第一の制御部と通信を行い画像形成部の動作を制御する第二の制御部と、
　前記第二の制御部と通信を行い画像形成部の動作を制御する第三の制御部と、
　前記第一の制御部と前記第三の制御部との間で、通信を行うための通信ラインと、を備
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え、
　前記第一乃至第三の制御部に電力が供給される第一の状態においては、前記第一の制御
部と前記第三の制御部は前記第二の制御部を介して通信を行い、前記第一の制御部と前記
第二の制御部との間で通信を行わず、且つ前記第一の状態より消費電力が少ない第二の状
態においては、前記第一の制御部と前記第三の制御部は前記第二の制御部を介することな
く、前記通信ラインを介して通信を行うことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　前記第一の制御部又は前記第三の制御部は、前記第二の状態において、前記通信ライン
を介して通信が行われることに応じて前記第二の状態から前記第一の状態への切り替えを
行うことを特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記第二の状態において、前記第二の制御部に電力を供給しないことを特徴とする請求
項９又は１０に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体上に画像を形成する画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の画像形成装置においては、処理の高速化やコスト安化を目的に、画像形成に係る
各種処理を集積回路に行わせる形態が良く知られ、中央処理装置（以下、ＣＰＵ）と集積
回路（以下、ＡＳＩＣ）とを共有する形態が良く知られている。またＣＰＵとＡＳＩＣに
ついてコスト安価を目的に共通の電源を使用する形態が良く取られる。また、そのときに
ＡＳＩＣと画像処理装置（以下、画像コントローラ）間には通信線が備えられており、画
像形成に係る各種通信を行っている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　一方、近年の画像形成装置では、プリント時及びスタンバイ時（以下、通常モード）以
外に消費電力を削減するための省エネルギーモード（以下、省エネモード）を備える形態
が良く知られている。このような画像形成装置では、省エネモードから通常モードへ移行
する際には、ＡＳＩＣと画像コントローラに接続された通信ラインを介して省エネモード
へ移行するか通常モードに移行するかを判断していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－００９４０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の構成では省エネモード時にもＡＳＩＣと画像コントローラとの通
信を行う必要があったために、ＡＳＩＣの電源を常にオン状態にしておく必要があった。
よって、省エネモード時にもかかわらず、ＡＳＩＣ分の消費電力が高くなってしまうとい
う問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような状況のもとで成されたもので、省電力モード時には集積回路の電
源を停止させることができ、消費電力を削減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は前記課題を解決するために、以下の構成を備える。
【０００８】
　（１）入力された画像情報の処理を行う画像コントローラと、前記画像コントローラに
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より処理された画像情報に基づき画像形成部の動作を制御するための第一の制御部と、前
記画像コントローラと通信を行うための第二の制御部と、を有するエンジンコントローラ
と、前記エンジンコントローラに電力を供給する電源と、を備え、第一の状態から前記第
一の状態より消費電力が少ない第二の状態に移行する画像形成装置であって、前記第一の
状態においては、前記電源から前記第二の制御部に電力が供給されるように、前記第二の
状態においては、前記電源から前記第二の制御部への電力の供給を停止されるように切り
替える切り替え手段と、前記画像コントローラと前記第一の制御部との間で、前記第二の
状態から前記第一の状態への移行に関する通知を行うための通信ラインと、を備え、前記
第一の状態においては、前記画像コントローラと前記第一の制御部は前記第二の制御部を
介して通信を行い、前記第二の状態においては、前記画像コントローラと前記第一の制御
部は前記第二の制御部を介することなく、前記通信ラインを介して通信を行い、前記第一
の制御部は、前記通信ラインを介して前記第二の状態から前記第一の状態への移行を前記
画像コントローラから指示されたときに、前記第二の制御部への電力の供給を開始するよ
うに前記切り替え手段を制御することを特徴とする画像形成装置。
　（２）入力された画像情報の処理を行う画像コントローラと、前記画像コントローラに
より処理された画像情報に基づき画像形成部の動作を制御するための第一の制御部と、前
記画像コントローラと通信を行うための第二の制御部と、を有するエンジンコントローラ
と、前記エンジンコントローラに電力を供給する電源と、を備え、第一の状態から前記第
一の状態より消費電力が少ない第二の状態に移行する画像形成装置であって、前記第一の
状態においては、前記電源から前記第二の制御部に電力が供給されるように、前記第二の
状態においては、前記電源から前記第二の制御部への電力の供給を停止されるように切り
替える切り替え手段と、前記画像コントローラと前記第一の制御部との間で、前記第二の
状態から前記第一の状態への移行に関する通知を行うための通信ラインと、を備え、前記
第一の状態においては、前記画像コントローラと前記第一の制御部は前記第二の制御部を
介して通信を行い、前記第二の状態においては、前記画像コントローラと前記第一の制御
部は前記第二の制御部を介することなく、前記通信ラインを介して通信を行い、前記第一
の制御部は、前記通信ラインを介して前記第二の状態から前記第一の状態への移行を前記
画像コントローラに通知するときに、前記第二の制御部への電力の供給を開始するように
前記切り替え手段を制御することを特徴とする画像形成装置。
　（３）入力された画像情報の処理を行う第一の制御部と、前記第一の制御部と通信を行
い画像形成部の動作を制御する第二の制御部と、前記第二の制御部と通信を行い画像形成
部の動作を制御する第三の制御部と、前記第一の制御部と前記第三の制御部との間で、通
信を行うための通信ラインと、を備え、前記第一乃至第三の制御部に電力が供給される第
一の状態においては、前記第一の制御部と前記第三の制御部は前記第二の制御部を介して
通信を行い、前記第一の制御部と前記第二の制御部との間で通信を行わず、且つ前記第一
の状態より消費電力が少ない第二の状態においては、前記第一の制御部と前記第三の制御
部は前記第二の制御部を介することなく、前記通信ラインを介して通信を行うことを特徴
とする画像形成装置。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、省電力モード時には集積回路の電源を停止させることができ、消費電
力を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例１の（ａ）画像形成装置の断面図、（ｂ）画像形成装置のブロック図
【図２】実施例１の省エネモードから通常モードへ移行する際のタイミングチャート
【図３】実施例１の省エネモードから通常モードへ移行する際のフローチャート
【図４】実施例２の（ａ）画像形成装置のブロック図、（ｂ）省エネモードから通常モー
ドへ移行する際のタイミングチャート
【図５】実施例３の（ａ）画像形成装置のブロック図、（ｂ）（ｃ）省エネモードから通
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常モードへ移行する際のタイミングチャート
【図６】実施例３の省エネモードから通常モードへ移行する際のフローチャート
【図７】実施例４の画像形成装置のブロック図
【図８】実施例５の省エネモードから通常モードへ移行する際のタイミングチャート
【図９】実施例５の省エネモードから通常モードへ移行する際のフローチャート
【図１０】実施例５の省エネモードから通常モードへ移行する際のフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下本発明を実施するための形態を、実施例により詳しく説明する。
【実施例１】
【００１２】
　［画像形成装置の構成］
　図１（ａ）は電子写真プロセスを用いた画像形成装置の概略構成図で、例えばレーザビ
ームプリンタの場合を示し、以下レーザビームプリンタ本体１０１（以下、本体１０１）
の構成について説明する。カセット１０２は記録紙Ｓ（記録材）を収納し、カセット有無
センサ１０３はカセット１０２の記録紙Ｓの有無を検知する。複数個のマイクロスイッチ
で構成されるカセットサイズセンサ１０４はカセット１０２の記録紙Ｓのサイズを検知す
る。給紙ローラ１０５はカセット１０２から記録紙Ｓを繰り出す。給紙ローラ１０５の下
流にあるレジストローラ対１０６は記録紙Ｓを同期搬送する。レジストローラ対１０６の
下流にある画像形成部１０８はレーザスキャナ１０７からのレーザ光に基づき記録紙Ｓ上
にトナー像を形成する。画像形成部１０８の下流にある定着器１０９は、記録紙Ｓ上（記
録材上）に形成されたトナー像を熱定着する。定着器１０９の上流には給紙した紙を検知
するトップセンサ１５０、定着器１０９の下流には排紙部の搬送状態を検知する排紙セン
サ１１０、記録紙Ｓを排紙する排紙ローラ１１１、記録の完了した記録紙Ｓを積載する積
載トレイ１１２が設けられる。ドア９８は、本体内の記録紙が詰まったときに記録紙を本
体１０１から取り出せるように設けられ、ドアの開閉の状態を検知するためのスイッチ１
４０によりドア９８の開閉検知を行う。
【００１３】
　本体１０１の内部電源を生成する低圧電源９９は、後述する本体１０１の中央処理装置
（以下、ＣＰＵ）１３５や画像コントローラ１２７等を動作させる電源（例えば３．３Ｖ
電源）や駆動系を動作させるための電源（例えば２４Ｖ電源等）を生成し供給する。電源
近傍には電源スイッチ１４１があり、ＣＰＵ１３５は電源スイッチ１４１が押されたかど
うかを検知する。
【００１４】
　レーザスキャナ１０７は、レーザユニット１１３、ポリゴンモータ１１４、結像レンズ
１１５、折り返しミラー１１６等により構成される。レーザユニット１１３は画像コント
ローラ１２７から送出される画像信号（画像信号ＶＤＯ）に基づき変調されたレーザ光を
発光する。ポリゴンモータ１１４はレーザユニット１１３からのレーザ光を感光ドラム１
１７上に走査する。画像形成部１０８は、公知の電子写真プロセスに必要な、感光ドラム
１１７、一次帯電ローラ１１９、現像器１２０、転写ローラ１２１、クリーナ１２２等か
ら構成される。定着器１０９は、定着フィルム１０９ａ、加圧ローラ１０９ｂ、定着フィ
ルム内部に設けられた発熱体を備えたセラミックヒータ１０９ｃ、セラミックヒータ１０
９ｃの発熱体毎の表面温度を検出するサーミスタ１０９ｄから構成される。
【００１５】
　メインモータ１２３は、給紙ローラ１０５には給紙ソレノイド１２４を介して、レジス
トローラ対１０６にはレジクラッチ１２５を介して、駆動力を与える。メインモータ１２
３は、更に感光ドラム１１７を含む画像形成部１０８の各ユニット、定着器１０９、排紙
ローラ１１１、搬送ローラ対１４５にも駆動力を与える。エンジンコントローラ１２６は
、レーザスキャナ１０７、画像形成部１０８、定着器１０９による電子写真プロセスの制
御、本体１０１内の記録紙の搬送制御を行う。なお、レーザスキャナ１０７、画像形成部
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１０８、定着器１０９などを一連の画像形成に係る部位ということで、纏めて画像形成部
と呼ぶようにしても良い。
【００１６】
　エンジンコントローラ１２６内には制御を行うためのＣＰＵ１３５及び集積回路（以下
、ＡＳＩＣ）１３６が設けられ、メインモータ１２３、ポリゴンモータ１１４等の駆動制
御及び本体１０１の全般制御、濃度補正カーブ（γカーブ）等の各種演算を行う。ここで
ＡＳＩＣ１３６は、画像コントローラ１２７から、例えば給紙口の指定などの画像形成に
係る各種コマンドを受信したり、紙無しや画像データ転送タイミング等の画像形成に係る
各種ステータスを画像コントローラ１２７に通知する機能を備える。またＡＳＩＣ１３６
は、モータドライバ機能も備えており、各種モータ駆動なども行う。一方、ＣＰＵ１３５
にはタイマ１３５ａ、メモリ１３５ｂ、入出力ポート、Ａ/Ｄポート等が内蔵され、ＡＳ
ＩＣ１３６の制御や、複雑な各種演算や、入力情報の検知等を行う。なお、本実施例では
ＣＰＵ１３５及びＡＳＩＣ１３６を別のパッケージで説明するが同一パッケージ中に搭載
された構成でもよい。
【００１７】
　画像処理装置（以下、画像コントローラ）１２７は、パーソナルコンピュータ等の外部
装置１３１と汎用のインタフェース（ＵＳＢ等）１３０で接続される。画像コントローラ
１２７は汎用インタフェース１３０から送られてくる画像情報をビットデータに展開し、
そのビットデータをＶＤＯ信号として、エンジンコントローラ１２６へ送出する。画像コ
ントローラ１２７はコントロールパネル１２８とも接続され、ユーザがコントロールパネ
ル１２８を押した際は所定の処理を行う。
【００１８】
　［エンジンコントローラ、画像コントローラ、低圧電源の構成］
　図１（ｂ）は本実施例のエンジンコントローラ１２６及び画像コントローラ１２７、低
圧電源９９の詳細を示す図である。ＣＰＵ１３５の電源端子Ｖｄｄには低圧電源９９から
の電力が供給される。より具体的には、電源ＶＡが入力され、電源ＶＡは画像コントロー
ラ１２７にも入力される。ＡＳＩＣ１３６の電源入力端子Ｖｄｄには電源ＶＡをＣＰＵ１
３５からオンオフ制御できるようにＦＥＴ１３７を介した後の電源ＶＢが接続される。Ｃ
ＰＵ１３５からＦＥＴ１３７をオンオフできるように、ＡＳＩＣＯＦＦ信号の信号線を抵
抗１３８を介してＦＥＴ１３７のゲートに接続し、プルアップ抵抗１３９を介して電源Ｖ
Ａに接続する。このＡＳＩＣＯＦＦ信号をＨレベルにすることでＡＳＩＣ１３６の電源Ｖ
Ｂをオフ（電力供給停止）でき、またＬレベルにすることでＡＳＩＣ１３６の電源ＶＢを
オン（電力供給開始）させることができる。
【００１９】
　ＣＰＵ１３５とＡＳＩＣ１３６間にはＡＳＩＣ１３６を動作させるためのクロック信号
（ＡＳＩＣＣＬＫ）及びアドレスデータバス信号（ＡＤＢ）、リード信号（ＲＤ）、ライ
ト信号（ＷＲ）、リセット信号（ＡＳＩＣＲＳＴ）等の信号線が接続される。ＣＰＵ１３
５とＡＳＩＣ１３６はこれらの信号処理を行うことでＣＰＵ１３５とＡＳＩＣ１３６間で
の通信を行う。ＡＳＩＣ１３６と画像コントローラ１２７間には双方向通信信号（ＳＣ）
とクロック信号（ＣＬＫ）の信号線が接続され、画像コントローラ１２７からＡＳＩＣ１
３６へのクロック信号に同期してＡＳＩＣ１３６と画像コントローラ１２７との通信を行
う。
【００２０】
　本画像形成装置は、プリント時（画像形成を行う状態）やスタンバイ時（待機状態）で
ある通常モード（第一のモード）と、消費電力を抑えた省エネルギーモード（以下、省エ
ネモード）（第二のモード）の２つのモード間を移行可能である。また、ＡＳＩＣ１３６
への電力供給が行われる状態を通常モード（第一のモード）とし、ＡＳＩＣ１３６への電
力供給が行われていない状態を省エネモード（第二のモード）とすることもできる。
【００２１】
　ＣＰＵ１３５と画像コントローラ１２７間にはこれらのモード変化をお互いに知らせる
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ための信号であるＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号とＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号の信号線（通信ライン）
が接続される。画像コントローラ１２７とＣＰＵ１３５との間で、省エネモード（第二の
モード）から通常モード（第一のモード）への移行や、通常モード（第一のモード）から
省エネモード（第二のモード）への移行に関する通信（通知）が、該信号線を介して行わ
れる。ＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号はＣＰＵ１３５から画像コントローラ１２７への出力信号で
あり、ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号は画像コントローラ１２７からＣＰＵ１３５への出力信号で
ある。これらの信号をＨレベル又はＬレベルに切り替えることで相手に対して省エネモー
ドから通常モードへの移行を知らせることができ、その後の移行処理を行うことができる
。そして、この通信ラインにより、省エネモード中に、通常モード時に画像コントローラ
１２７との各種通信を行うＡＳＩＣ１３６への電力供給を停止し、より高度な省エネを実
現できる。なお、本実施例ではこれらの信号は省エネモードではＬレベル、通常モードで
はＨレベルとしているが逆でもよい。また、ＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号やＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信
号の通信を行う通信線のことを纏めてＷＡＫＥＵＰ信号線などと呼ぶこともある。また、
ＣＰＵ１３５、画像コントローラ１２７の夫々には信号線（通信ライン）を介してのＷＡ
ＫＥＵＰ－Ａ信号、ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号の送受信を行う為の通信機能（通信手段）を備
えているものとする。
【００２２】
　低圧電源内には電源スイッチ１４１が設けられ、電源スイッチ１４１の一方はＧＮＤへ
、もう一方はプルアップ抵抗１４３を介してＶＡ電源へ、またオンオフ検知信号の信号線
としてＣＰＵ１３５に接続される。エンジンコントローラ１２６にはドア開閉スイッチ１
４０が設けられ、ドア開閉スイッチ１４０の一方はＧＮＤへ、もう一方はプルアップ抵抗
１４２を介してＶＡ電源へ、またドア開閉検知信号の信号線としてＣＰＵ１３５に接続さ
れる。いずれもスイッチが押された場合にはＬレベル信号がＣＰＵ１３５に入力され、ス
イッチが押されたことを検知することができる。ＣＰＵ１３５は省エネモードから通常モ
ードへの移行のきっかけとなるトリガ信号としてこれらのスイッチのどちらかがＬレベル
に下がったことを検知し、省エネモードから通常モードへの移行処理を開始する。なお本
実施例では電源スイッチ１４１のオンオフ検知信号とドア開閉スイッチ１４０のドア開閉
検知信号をトリガ信号としたが、これら以外の信号をトリガ信号としてもよい。
【００２３】
　一方、画像コントローラ１２７では、省エネモードから通常モードへの移行のきっかけ
となる動作として、ユーザがコントロールパネル１２８のスイッチを押した場合や、パー
ソナルコンピュータ等の外部装置１３１からプリント開始信号を検知した場合がある。画
像コントローラ１２７がこれらを検知すると省エネモードから通常モードへの移行処理を
開始する。
【００２４】
　［省エネモードから通常モードへの移行処理］
　省エネモードから通常モードへの移行処理シーケンスについてタイミングチャートとフ
ローチャートを用いて説明する。
【００２５】
　（画像コントローラ⇒ＣＰＵ）
　図２（ａ）、図３（ａ）は画像コントローラ１２７からＣＰＵ１３５への指示（通知）
により、省エネモードから通常モードへ移行する際のタイミングチャート及びフローチャ
ートである。画像コントローラ１２７はユーザがコントロールパネル１２８のスイッチを
押した場合や外部装置１３１からプリント開始信号を検知した場合等、省エネモードから
通常モードへのスリープ復帰トリガである移行トリガ信号が検知されたかどうか判断する
（Ｓ１０）。画像コントローラ１２７が移行トリガ信号を検知した場合は、ＣＰＵ１３５
に対して通常モードへの移行を指示するためにＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号をＬレベルからＨレ
ベルに切り替える（Ｓ１１）。画像コントローラ１２７は内部で通常モードへの移行処理
を開始する（Ｓ１２）。
【００２６】
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　ＣＰＵ１３５はＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号のＬレベルからＨレベルへの切り替えを検知した
か判断し（Ｓ１３）、切り替えを検知すればＡＳＩＣＯＦＦ信号をＨレベルからＬレベル
に切り換えて電源ＶＢ、即ちＡＳＩＣ１３６の電源をオンする（Ｓ１４）。ＣＰＵ１３５
は、、ＷＡＫＥＵＰ信号の信号線（ＷＡＫＥＵＰ信号線）を介して、省エネモードから通
常モードへの移行を画像コントローラ１２７から指示されたときに、ＡＳＩＣ１３６への
電力の供給を開始するよう、ＦＥＴ１３７を差動させる。
【００２７】
　そしてＣＰＵ１３５は内部タイマ１３５ａをスタートさせ（Ｓ１５）、タイマの時間Ｔ
ｔと電源ＶＢが立ち上がるまでに必要な任意の所定時間Ｔｒ１とを比較する（Ｓ１６）。
ＣＰＵ１３５はタイマの時間ＴｔがＴｒ１以上であると判断した場合にはＡＳＩＣ１３６
との通信を行うための処理としてＡＳＩＣＣＬＫを出力する（Ｓ１７）。
【００２８】
　ＣＰＵ１３５は更に内部タイマ１３５ａをスタートさせ（Ｓ１８）、タイマの時間Ｔｔ
とＡＳＩＣ１３６がＡＳＩＣＣＬＫ信号を受信してからリセット解除までに必要な所定時
間Ｔｒ２とを比較する（Ｓ１９）。ＣＰＵ１３５はタイマの時間ＴｔがＴｒ２以上と判断
した場合にはＡＳＩＣＲＳＴ信号をＬレベルからＨレベルに切り替えてＡＳＩＣ１３６の
リセットを解除する（Ｓ２０）。ＣＰＵ１３５は更に内部タイマ１３５ａをスタートさせ
（Ｓ２１）、タイマの時間ＴｔとＡＳＩＣ１３６がリセット解除してからＡＤバスライン
の信号受信を受け付けるまでに必要な所定時間Ｔｒ３とを比較する（Ｓ２２）。ＣＰＵ１
３５は時間ＴｔがＴｒ３以上と判断した場合にはＡＤＢ信号によりＡＳＩＣ１３６との通
信を開始する（Ｓ２３）。ＣＰＵ１３５は更に内部タイマ１３５ａをスタートさせ（Ｓ２
４）、タイマの時間ＴｔとＣＰＵ１３５及びＡＳＩＣ１３６の通信前の初期化処理が終了
するのに必要な所定時間Ｔｒ４とを比較する（Ｓ２５）。ＣＰＵ１３５が、時間ＴｔがＴ
ｒ４以上と判断し、ＡＳＩＣ１３６に対して通信開始の指示をすると、ＡＳＩＣ１３６は
画像コントローラ１２７とＳＣ、ＣＬＫ信号により通信を開始する（Ｓ２６）。このよう
な制御を行うことで省エネモードから通常モードへ移行することができる。
【００２９】
　（ＣＰＵ⇒画像コントローラ）
　図２（ｂ）、図３（ｂ）は本実施例のＣＰＵ１３５が電源スイッチ１４１の押下信号又
はドア開閉検知信号などの移行トリガ信号を検知に応じて実行される省エネモードから通
常モードへ移行する際のタイミングチャートとフローチャートである。ＣＰＵ１３５はパ
ワースイッチオンオフ検知信号又はドア開閉検知信号等、スイッチ信号の検知等、通常モ
ードへの移行トリガ信号が検知されたかどうか判断する（Ｓ３０）。ＣＰＵ１３５が移行
トリガ信号を検知した場合には画像コントローラ１２７に対して通常モードへの移行を知
らせるためにＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号をＬレベルからＨレベルに切り替える（Ｓ３１）。画
像コントローラ１２７はこの信号を検知すると内部で通常モード処理を開始する（Ｓ３２
）。なお、図３（ｂ）のＳ３３～Ｓ４５でＣＰＵ１３５又はＡＳＩＣ１３６が行う処理は
、図３（ａ）のＳ１４～Ｓ２６でＣＰＵ１３５又はＡＳＩＣ１３６が行う処理と同じなの
で、説明を省略する。このような制御を行うことで省エネモードから通常モードへ移行す
ることができる。
【００３０】
　なお、省エネモード時にはＣＰＵ１３５の内部の動作クロックを通常よりも周波数の低
い低クロックモードにしておき、通常モードに移行する際に周波数の高いクロックに変更
して省エネモード時には消費電力を下げることもできる。
【００３１】
　本実施例によれば、省エネモード時にはＡＳＩＣの電源をオフでき、消費電力を抑える
ことができ、省電力化に有効となる。
【実施例２】
【００３２】
　実施例１ではＣＰＵ１３５と画像コントローラ１２７間にＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号又はＷ
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ＡＫＥＵＰ－Ｂ信号といった省エネモードから通常モードへの移行信号の信号線を２つの
別の信号線として構成した。本実施例では双方向バッファを用いて１つの信号線として構
成する。
【００３３】
　図４（ａ）は本実施例のエンジンコントローラ１２６及び画像コントローラ１２７、低
圧電源９９の詳細を示す図である。実施例１との違いとして、省エネモードから通常モー
ドへの移行信号をＷＡＫＥＵＰ信号として１線での双方向バッファを使用した構成とする
。図４（ｂ）は画像コントローラ１２７からＣＰＵ１３５への通知又はＣＰＵ１３５から
画像コントローラ１２７への通知により、省エネモードから通常モードへ移行する際のタ
イミングチャートである。実施例１同様、画像コントローラ１２７又はＣＰＵ１３５が、
省エネモードから通常モードへの移行が必要であると判断した場合に、画像コントローラ
１２７又はＣＰＵ１３５はＷＡＫＥＵＰ信号の出力を相手先に知らせるためにＬレベルか
らＨレベルに切り替える。ＷＡＫＥＵＰ信号をＣＰＵ１３５が検知した場合には実施例１
の図３（ａ）のＳ１１からの動作を、画像コントローラ１２７が検知した場合には実施例
１の図３（ｂ）のＳ３１以降と同様の動作を行う。
【００３４】
　本実施例によれば、省エネモードから通常モードへの移行トリガ信号の信号線を一線で
も構成させることができ、省エネモード時にはＡＳＩＣの電源をオフでき、消費電力を抑
えることができる。
【実施例３】
【００３５】
　実施例１、２では省電力モードから通常モードに移行する移行トリガ信号及び画像コン
トローラ１２７からの通常モードへの移行トリガ信号をＣＰＵ１３５の通常のＩ／Ｏポー
トに接続して検知していた。本実施例ではこれらの信号接続を割り込みポートに入力して
検知する。これによりＣＰＵ１３５が省エネモード時に、より消費電力を下げるために内
部の動作クロックを停止させるクロック停止モードにした場合でも通常モードへの移行動
作ができる。
【００３６】
　図５（ａ）は本実施例のエンジンコントローラ１２６及び画像コントローラ１２７、低
圧電源９９の詳細を示す図である。省電力モードから通常モードへの移行トリガ信号を検
知するためのＣＰＵ１３５の入力ポートを、通常のポートではなく、ＣＰＵ１３５のクロ
ック停止モード状態でも検知できるように割り込みポートに入力する。ここでトリガとな
る信号は、実施例１同様ＣＰＵ１３５のパワースイッチオンオフ検知信号やドア開閉検知
信号等のスイッチ信号である。また、ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号についてもＣＰＵ１３５の割
り込みポートに入力する。なお、割り込みポートを利用しているので、省エネモード時に
ＣＰＵ１３５をクロック停止モード状態にでき、よりＣＰＵ１３５の消費電力を下げるこ
とができる。
【００３７】
　（画像コントローラ⇒ＣＰＵ）
　図５（ｂ）、図６（ａ）は画像コントローラ１２７からＣＰＵ１３５への指示により、
省エネモードから通常モードへ移行する際のタイミングチャートとフローチャートである
。Ｓ５０～Ｓ５２までの画像コントローラ１２７又はＣＰＵ１３５が行う処理は、図３（
ａ）のＳ１０～Ｓ１２と同じなので説明を省略する。ＣＰＵ１３５はＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信
号がＬレベルからＨレベルへ切り替わったかどうか判断する（Ｓ５３）。本実施例のＣＰ
Ｕ１３５は、省エネモード時にはクロックを停止しており、ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号がＨに
切り替わるとその情報は割り込みポートに入力され、内部のＣＬＫ動作を開始し、通常モ
ードに移行するための処理を開始する（Ｓ５４）。ＣＰＵ１３５は内部タイマ１３５ａを
スタートさせ（Ｓ５５）、タイマの時間Ｔｔと所定時間Ｔｒ５とを比較する（Ｓ５６）。
ここで所定時間Ｔｒ５は、ＣＰＵ１３５の起動時の初期化処理に必要な時間である。ＣＰ
Ｕ１３５は時間Ｔｔが所定時間Ｔｒ５以上になったと判断すると、ＡＳＩＣＯＦＦ信号を
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ＨレベルからＬレベルとしてＡＳＩＣ１３６の電源ＶＢをオンする（Ｓ５７）。以降、Ｓ
５８～Ｓ６９までのＣＰＵ１３５又はＡＳＩＣ１３６が行う処理は、図３（ａ）のＳ１５
～Ｓ２６の処理と同じなので説明を省略する。このような制御を行うことで、ＣＰＵ１３
５がクロック停止モード状態にあっても省エネモードから通常モードへ移行することがで
きる。
【００３８】
　（ＣＰＵ⇒画像コントローラ）
　図５（ｃ）、図６（ｂ）はＣＰＵ１３５が電源スイッチ１４１の押下信号又はドア開閉
検知信号等、割り込みポートによりユーザがアクセスしたと検知された場合のタイミング
チャートとフローチャートである。ＣＰＵ１３５は省エネモードから通常モードへの移行
トリガ信号が検知されたかどうか判断する（Ｓ７０）。ＣＰＵ１３５は省エネモード時に
は内部クロックを停止しているが、検知信号は割り込みポートを介して入力され、スイッ
チ信号の検知等通常モードへの移行が必要であると判断した場合には内部クロック停止か
らクロック動作を開始する（Ｓ７１）。ＣＰＵ１３５は内部タイマ１３５ａをスタートさ
せ（Ｓ７４）、タイマの時間Ｔｔと所定時間Ｔｒ５とを比較する（Ｓ７３）。ＣＰＵ１３
５は時間ＴｔがＴｒ５以上と判断した場合にはＡＳＩＣ１３６の電源ＶＢをオンさせるた
めにＡＳＩＣＯＦＦ信号をＨレベルからＬレベルに切り換えてＡＳＩＣ１３６の電源ＶＢ
をオンする（Ｓ７４）。ＣＰＵ１３５は画像コントローラ１２７に対して通常モードへの
移行を知らせるためにＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号をＬレベルからＨレベルに切り替える（Ｓ７
５）。Ｓ７６～Ｓ８７までにＣＰＵ１３５又はＡＳＩＣ１３６が行う処理は、図３（ｂ）
のＳ３４～Ｓ４５と同じなので説明を省略する。このような制御を行うことで、ＣＰＵ１
３５がクロック停止モード状態にあっても省エネモードから通常モードへの移行を行うこ
とができる。
【００３９】
　なお、本実施例の動作は実施例１のように通常モードへの移行信号として２線式で行う
場合において説明したが、実施例２のような１線式で行うこともできる。
【００４０】
　本実施例によれば、割り込みポートにこれらのトリガ信号及び通常モードへの移行信号
の信号線を接続させることで、省エネモード時にＣＰＵ１３５のクロックを停止状態にし
た場合でも通常モード移行することができる。そして省エネモード時により消費電力を下
げることができる。
【実施例４】
【００４１】
　本実施例は定着器の温度を検知する素子（サーミスタ等）の温度検知手段の電源をＣＰ
Ｕ１３５と同じ電源に接続させる構成である。ＣＰＵ１３５は、先に説明した低クロック
モードで動作し、Ａ／Ｄポートの入力を検知可能で動作しているものとする。
【００４２】
　図７は本実施例のエンジンコントローラ１２６及び画像コントローラ１２７、低圧電源
９９の詳細を示す図である。定着器１０９の温度を検知する素子であるサーミスタ１０９
ｄの一方がＧＮＤへ接続される。サーミスタ１０９ｄのもう一方はプルアップ抵抗２０９
を介してＣＰＵ１３５の電源であるＶＡに接続され、また、ＣＰＵ１３５内のＡ／Ｄポー
トに接続される。ＣＰＵ１３５はサーミスタ１０９ｄと抵抗２０９とで分圧された電圧を
、サーミスタ１０９ｄの検知結果の信号としてＡ／Ｄポートに入力し検知することにより
発熱体の表面温度の検知を行うことができる。図７のように構成することで、ＡＳＩＣＯ
ＦＦ信号に従うＦＥＴ１３７のスイッチングにより、ＡＳＩＣ１３６への電力の供給が停
止された場合でも、サーミスタ１０９ｄは電源ＶＡに接続され、発熱体の表面温度の検知
が省エネモード時も可能となる。
【００４３】
　なお、画像形成を行うという意味では、サーミスタ１０９ｄのプルアップ抵抗２０９を
電源ＶＢに接続しても、通常モードにおいて当然のことながら定着器を作動させることが
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出来る。しかし、電源ＶＢに接続した場合には、省エネモード中に電源ＶＢが供給されず
、サーミスタ１０９ｄの電圧を検知できず、例えば発熱体の表面温度が高くなっている異
常等を検知できず、安全性が低下してしまう。これに対し本実施例によれば、サーミスタ
１０９ｄのプルアップをＣＰＵ１３５と同じ電源ＶＡに接続することで、上記実施例１、
２等の機能を実現しつつ、省エネモード時に定着器１０９の温度を検知することができる
。そして、温度が高い等の異常があった場合に所定の処理を行う等、安全性を高めること
ができる。また、ＦＥＴ１３７を介した後の電源ＶＢでサーミスタ１０９ｄをプルアップ
すると電源ＶＡに対してＦＥＴ１３７のオン抵抗分の電圧が降下してしまうが、電源ＶＡ
に接続することでドロップ電圧が無く、精度の高い温度検知ができる。
【実施例５】
【００４４】
　本実施例は実施例１、２、３とほぼ同じであるが、省エネモードから通常モードへ移行
する際に双方向の信号のやりとりをした後に通常モードへ移行する構成とする。これによ
り省エネモードから通常モードへの移行信号の信号線の断線並びにＣＰＵ及びＡＳＩＣの
エラー、画像コントローラのエラーを検知することができる。
【００４５】
　（画像コントローラ⇒ＣＰＵ）
　図８（ａ）、図９は本実施例での画像コントローラ１２７からＣＰＵ１３５への指示に
より、省エネモードから通常モードへ移行する際のタイミングチャートを示す。画像コン
トローラ１２７は通常モードへの移行トリガ信号が検知されたかどうか判断する（Ｓ１１
０）。画像コントローラ１２７は移行トリガ信号を検知した場合にはＣＰＵ１３５に対し
て通常モードへの移行を知らせるためにＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号をＬレベルからＨレベルに
切り替える（Ｓ１１１）。画像コントローラ１２７は、ＣＰＵ１３５からのＷＡＫＥＵＰ
－Ａ信号がＬレベルからＨレベルに切り替わった、即ちＣＰＵ１３５から返答があるかど
うか判断する（Ｓ１２３）。ＣＰＵ１３５が、ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号の切り替わりを検知
したあとにＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号をＨレベルに切り替えるのは、ＣＰＵ１３５が正常に動
作していることを画像コントローラ１２７に通知するためである。Ｓ１２３で画像コント
ローラ１２７はＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号がＨレベルに切り替わったと判断したら、即ちＣＰ
Ｕ１３５から返答があればＳ１１２へ進む。ＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号がＨレベルに切り替わ
っていなければＣＰＵ１３５はタイマ１３５ａをスタートさせ（Ｓ１２４）、タイマの値
Ｔｔがエラー検出時間Ｔｅｒｒ以上かどうか判断する（Ｓ１２５）。画像コントローラ１
２７は時間ＴｔがＴｅｒｒ未満であれば再度ＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号がＬレベルからＨレベ
ルに切り替わったか判断し（Ｓ１２６）、切り替わっていなければＳ１２５へ戻る。ＷＡ
ＫＥＵＰ－Ａ信号がＨへ切り替わっていればＳ１１２へ進む。
【００４６】
　Ｓ１２５でＣＰＵ１３５は時間Ｔｔがエラー検出時間Ｔｅｒｒ以上と判断した場合には
、画像コントローラ１２７とＡＳＩＣ１３６を接続している通信信号であるＳＣ信号及び
ＣＬＫ信号の信号線を介してＡＳＩＣ１３６との通信を開始する（Ｓ１２７）。ＣＰＵ１
３５はＡＳＩＣ１３６との通信が可能かどうか判断し（Ｓ１２８）、通信が可能と判断す
るとＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号が断線エラーであると判断する（Ｓ１２９）。ＣＰＵ１３５は
通信ができないと判断するとＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号又はＳＣ信号又はＣＬＫ信号の信号線
の断線エラー又はＣＰＵ１３５不具合又はＡＳＩＣ１３６不具合が発生したと判断する（
Ｓ１３０）。ＣＰＵ１３５はＳ１２９、Ｓ１３０のようなエラーが発生したと判断した場
合は、通常モードへの移行を行わず、省エネモードを継続する（Ｓ１３１）。
【００４７】
　Ｓ１２３又はＳ１２６で、画像コントローラ１２７がＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号がＬレベル
からＨレベルに切り替わったと判断すると、内部で通常モードへの移行の処理を開始する
（Ｓ１１２）。Ｓ１１３～Ｓ１２６までにＣＰＵ１３５又はＡＳＩＣ１３６が行う処理は
図３（ａ）のＳ１３～Ｓ２６と同じなので説明を省略する。このようにＷＡＫＥＵＰ－Ｂ
信号をＬレベルからＨレベルへ切り替えた後にＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号からの返答を待つ構
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成とする。これによりＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号、ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号、ＳＣ信号、ＣＬＫ
信号の各信号線の断線又はＣＰＵ１３５、ＡＳＩＣ１３６の不具合を検知することができ
る。
【００４８】
　（ＣＰＵ⇒画像コントローラ）
　図８（ｂ）、図１０は本実施例のＣＰＵ１３５が電源スイッチ１４１の押下信号又はド
ア開閉検知信号などの移行トリガ信号を検知に応じて実行される省エネモードから通常モ
ードへ移行する際のタイミングチャートとフローチャートである。ＣＰＵ１３５は通常モ
ードへの移行トリガ信号が検知されたかどうか判断する（Ｓ２１０）。ＣＰＵ１３５は移
行トリガ信号を検知した場合には画像コントローラ１２７に対して通常モードへの移行を
知らせるためにＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号をＬレベルからＨレベルに切り替える（Ｓ２１１）
。画像コントローラ１２７が正常に動作していることを確認するために、ＣＰＵ１３５は
ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号がＬレベルからＨレベルに切り替わった、即ち画像コントローラ１
２７から返答があるかどうか判断する（Ｓ２２５）。ここで画像コントローラ１２７から
返答があればＳ２１２へ進む。ＣＰＵ１３５はＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号がＨレベルに切り替
わっていないと判断するとタイマ１３５ａをスタートさせ（Ｓ２２６）、タイマの値Ｔｔ
がエラー検出時間Ｔｅｒｒ以上かどうか判断する（Ｓ２２７）。ＣＰＵ１３５は時間Ｔｔ
がＴｅｒｒ未満であると判断すると再度ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号がＬレベルからＨレベルに
切り替わったか判断し（Ｓ２２８）、切り替わっていなければＳ２２７へ戻り、切り替わ
っていればＳ２１２へ進む。
【００４９】
　Ｓ２２７でＣＰＵ１３５は時間Ｔｔがエラー検出時間Ｔｅｒｒ以上と判断した場合には
、Ｓ２２９～Ｓ２４１でＡＳＩＣ１３６の電源ＶＢをオンし、ＣＰＵ１３５とＡＳＩＣ１
３６間、ＡＳＩＣ１３６と画像コントローラ１２７間の通信を開始する処理を行う。Ｓ２
２９～Ｓ２４１の処理は図３（ｂ）のＳ３３～Ｓ４５の処理と同じなので説明を省略する
。
【００５０】
　ＣＰＵ１３５とＡＳＩＣ１３６間、ＡＳＩＣ１３６と画像コントローラ１２７間の通信
が開始され、ＣＰＵ１３５がそれぞれの通信が可能かどうかを判断し（Ｓ２４２）、通信
可能と判断すればＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号の信号線の断線エラーと判断する（Ｓ２４３）。
Ｓ２４２でＣＰＵ１３５が通信可能でないと判断したらＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号の信号線の
断線エラー又は画像コントローラ１２７の不具合によるエラーと判断する（Ｓ２４４）。
ＣＰＵ１３５はＡＳＩＣＲＳＴ信号をＨレベルからＬレベルに切り替えてＡＳＩＣ１３６
のリセットを行う（Ｓ２４５）。ＣＰＵ１３５はＡＳＩＣＣＬＫ信号を停止し（Ｓ２４６
）、ＡＳＩＣＯＦＦ信号をＨレベルからＬレベルに切り替えてＡＳＩＣ１３６の電源をオ
フする（Ｓ２４７）。ＣＰＵ１３５は通常モードへの移行を行わず省電力モードを継続（
保持）する（Ｓ２４８）。Ｓ２２５又はＳ２２８でＣＰＵ１３５がＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号
がＬレベルからＨレベルに切り替わったと判断した場合には画像コントローラ１２７は内
部で通常モードへの移行の処理を開始する（Ｓ２１２）。以降、Ｓ２１３～Ｓ２２５まで
にＣＰＵ１３５又はＡＳＩＣ１３６が行う処理は、図３（ｂ）のＳ３３～Ｓ４５と同じな
ので説明を省略する。
【００５１】
　このようにＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号をＬレベルからＨレベルへ変更させた後にＷＡＫＥＵ
Ｐ－Ｂ信号からの返答を待つことでＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号、ＷＡＫＥＵＰ－Ｂ信号の信号
線の断線又は画像コントローラ１２７の不具合エラーを検知することができる。また、不
具合が発生した場合は通常モードへ移行せずに省電力モード状態を保持することができる
。
【００５２】
　また図８の説明では電源ＶＢの立ち上がりを待機する前に、ＷＡＫＥＵＰ－Ａ信号やＷ
ＡＫＥＵＰ－Ｂ信号を通知するよう説明してきたが、通信開始前までの各種準備処理が終
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【符号の説明】
【００５３】
９９　　　低圧電源
１２７　　画像コントローラ
１３５　　ＣＰＵ
１３６　　ＡＳＩＣ
１３７　　ＦＥＴ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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